
平成 29（2017）年度も残すところあと 1ヶ月に

なりました。保護者の皆様及び教職員の皆様の多大

なるご協力に心より感謝申し上げます。 

さて、2月 24日の保護者説明会では、急なご案

内にも関わらず、多くの方にお越しいただきありが

とうございました。 

次年度の運営方針および学費について、以下の通

りご報告いたします。 
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本補習校の課題を踏まえ、荒井校長先生のご指導の

もと、次年度は以下の方針で進めて参ります。 

1. 授業時数確保と行事の精選 

2. 小学部低学年に対しての日本語能力補充支援 

詳細は、2月 24日発行の「CJSSたより」をご確認

ください。 
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2015年度から 3年間にわたり学費を据え置いて

きましたが、諸経費・管理費が年々上昇しているこ

とから、昨年度に続き今年度も赤字決算となる見込

みです。 

一方、本校児童生徒の全般的な傾向を鑑みると、

補習授業校としての役割を果たしつつ、子ども達一

人ひとりが「継承後としての日本語」を学ぶ楽しみ

や喜びを感じられるよう、より充実した教育を少人

数クラスで提供できる運営体制の構築が必要と考え

ます。 

このため、次年度の学費を以下の通り変更させて

いただきます。 

学費が補習校財源の 75％を占める現状では、保護

者の皆様へのご負担が増すことになってしまいます

が、健全な財政とより充実した教育環境の実現のた

め、ご理解とご協力をお願い申し上げます。 

また、外部ファンド申請等について情報がありま

したら、是非お知らせください。 

 

補習校の設置母体として、日本人会からは毎年

2,000ドルの寄付金をいただき、各種行事等で様々

な支援をいただいております。 

今後も協力関係を維持しながら、更新手続きを簡

略化できるよう、補習校が日本人会の団体会員とし

て移行する方向で補習校から申し入れました。 

実際には日本人会総会での承認を待って施行する

ことになりますので、決定次第ご案内いたします。 
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3月 17日（土）13時から、実践女子大学准教授

の渡辺 敏先生をお迎えして、保護者研修会を行い

ます。渡辺先生には、昨年 9月にも「海外に住む子

どもたちへの家庭教育」をテーマに教育講演会を行

っていただきましたが、今回は「家庭学習での意欲

の持たせ方」についてお話しいただく予定です。 

これまで日本で数多くの帰国子女を受け入れてこ

られた渡辺先生と、具体的な方策を考えていきたい

と思いますので、お誘い合わせの上、どうぞご参集

ください。 
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小中学部： $220.00/学期 

幼 稚 園： $165.00/学期 

《お問い合わせ先》 

電話  03-348-9512 

メール cjss1998@gmail.com 

授業料

75%

講師謝金

援助金

20%

校舎借料援助金

3%

寄付金

2%

（日本人会・

保護者委員会）

2017年度 収入（見込み）


